
論
語
義
疏
の
二
種
の
校
本
を
め
ぐ
っ

は
じ
め
に

室
町
時
代
に
抄
写
さ
れ
て
、
現
在
に
伝
わ

っ
て

い
る
い

わ
ゆ
る
旧

抄
本
論
説
義
疏
を
底
木
と
し
、
そ
れ
を
校
訂
し
た
も
の
に

二
種
あ

る。

そ
の

一つ

は
、
根
本
遜
志

(字
伯
修
)
が
足
利
本
論
一訪問義
疏
を

校
訂
し
刊
刻
し
た
論
結
集
仰
併
殺
疏
(
以
下
、
根
本
校
正
木
と
略
称
す

る
)
で
あ
り、

も
う

一つ

は
、
武
内
義
雄
博
士
が
、

文
明
本
論
一訪問義

疏
を
校
訂
し
、
校
勘
記
を
付
し
て
印
行
し
た
論
詰
義
疏
(
以
下
、
武

内
校
本
と
略
称
す
る
)
で
あ
る。

本
稿
は
、
こ
の
二
種
の
校
本
に
つ

い
て
そ
の
性
格
を
論
じ
、
あ
わ
せ
て
、
武
内
校
本
に
校
訂
上
の
疑
問

が
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る。

ま
ず
最
初
に
、
論
説
義
疏
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ

。

〉
円
ノ

て

十口同

橋

均

今
、
私
た
ち

の
自
に
す
る
こ
と
の
で
、ぎ
る
論
語
義
疏
は
、
大
別
し

て、

①
室
町
時
代
以
降
に
抄
写
さ
れ
た
旧
抄
木
論
語
義
疏
と
、
②
敦

約
ほ
か
ら
発
見
さ
れ
た
敦
燥
本
論
語
疏

Q
g
a
)と
に
な
る
。
①
の

旧
抄
本
論
詰
義
疏
は
、
現
在
約
二
十
点
が
存
在
し
、
そ
の
多
く
は
室

町
時
代
に
抄
写
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は

な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
旧
抄
本
論
語
義
疏
は
、
そ
の
問
に
多
少
の

文
字
の
異
同
は
有
る
と
し
て
も
、
形
式

・
内
容
か
ら
見
て
一
つ

の
本

に
な
る
祖
本
が
あ
っ

て、

そ
れ
か
ら
転
写
さ
れ
た
、
同

一
系
統
に
属

す
る
テ
キ

ス
ト

で
あ
る
と
判
断
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う。

②
の

敦
爆
本
論
語
疏
は
残
巻
で、

現
存
す
る
の
は
学
而
、
為
政
、
八
俗、

呈
仁
の
四
篇
で
、
学
而
篇
で

は
そ
の
冒
頭
部
分
を
欠
き
、
里
仁
篇
で

は
わ
ず
か
に

三
章
、
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
も
、
学
而
、
為
政
、

八
伶
篇
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
篇
で
何
故
か
半
数
の
章
を
欠
い

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
論
語
義
疏
の
全
体
を
見
ょ
う
と
す
れ
ば
、
日

本
に
伝
わ
る
旧
抄
本
論
語
義
疏
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

( 1 ) 



と
は
い
え
、
敦
健
一
本
論
語
疏
は
、
経
・
注
・
疏
の
字
旬
、
形
式
の
国

で
①
の
出
抄
本
論
語
義
疏
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
て
、
そ
の
差
異

は
、
論
語
義
疏
の
原
本
へ
遡
及
す
る
際
の
有
力
な
手
懸
り
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
敦
偉
本
論
語
疏
は
極
め
て
重
要

(
1〉

な
異
本
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
論
語
義
疏
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
本
稿
で
問

題
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
内
、
①
の
侶
抄
本
論
語
義
疏
に
本

づ
い
て
作
ら
れ
た
校
本
に
つ
い
て
で
あ
る
。

但
彼
門
下
の
根
本
遜
志

(
l
l明
和
元
年
〔
一
七
六
回
〕
没
)
が

足
利
学
校
に
伝
わ
る
旧
抄
本
論
語
義
疏
、
い
わ
ゆ
る
足
利
本
論
語
義

疏
に
本
づ
い
て
論
語
集
解
義
疏
を
校
一
訂
し
刊
刻
す
る
の
は
、
寛
延
三

年
(
一
七
五

O
〉
の
こ
と
で
あ
る
。

先
に
足
利
学
校
に
お
い
て
山
井
克
掃
の
七
経
孟
子
考
文
の
校
管
を

助
け
た
根
本
遜
志
は
、
そ
れ
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
論
一
詰
義
疏
の
校
一
訂

を
志
ざ
す
に
至
っ
た
。
そ
の
問
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
根
本
遜
志
の

刊
刻
し
た
論
語
集
解
義
疏

i
i根
本
校
正
木
に
付
さ
れ
て
い
る
服
部

南
郭
の
皇
侃
論
訪
問
義
疏
新
刻
序
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

市
叉
伯
修
一
例
ニ
潟
市
選
一
皇
侃
論
詰
義
疏
、
邸
亦
海
外
後
世
、

J

コ

ー

シ

サ

テ

ス

シ

テ

リ

九
品
川
無

v
停

駕

0

・
:
:
郎
荒
郊
疏
出
、
部
皇
疏
緩
怠
〈
。
滋
以
至
v

無
v

関
正
府
議
、
十
必
其
勢
耳
。
夫
部
氏
所
v
琉、

ス

ニ

ナ

ワ

ト

ジ

正
義
↓
既
廃
ニ
丙
科
4

白
玉
疏
競
v
詫
、
援
護
復
博
、
毅
一

モ

キ

ナ

力

ラ

テ

テ

寸
有
v
所
v
長
、
南
立
市
並
行
、
非
ニ
、
過
存
一
也
、
正
一
m
可
v
附
一
一
之
烏

有
氏
一
哉
。
:
:
:
唯
是
足
利
之
殿
、
我
不
v
可
v
保

、

今

市

不
v
俸、

ナ

ん

ト

キ

ハ

ノ

後
世
恐
復
散
失
、
是
可
γ

惜
也
。
乃
伯
修
氏
之
志
如
v

斯
、
別

y
L
f
f
a

ス

ロ

テ

ス

ル

ユ

シ

テ

銭
刻
之
奉
、
其
可
v
緩
数
。
近
有
一
一
詰
銭
駕
者
↓
伯
修
既
再
校
以

授
v
之
会
。
此
泰
也
、
余
惟
非
一
一
溺
海
以
「
内
行
'
既
弘
一
会
、
部

博
二
之
海
外
↓
市
停
v
知
一
一
吾
邦
厚
回
、
有
v

関
一
一
文
明
一
則
伯
修

之
勤
、
有
v
功
一
一
於
図
華
一
哉
。
(
返
点
・
送
り
仮
名
は
、
原
文
の
ま

ま
)

( 2 ) 

中
国
に
お
い
て
散
伏
し
た
論
語
義
疏
を
、
足
利
に
お
い
て
見
出
し
た

が
、
こ
れ
も
ま
た
散
佼
の
恐
れ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
皇
疏
に
詑

は
あ
る
も
の
の
、
援
証
す
る
と
こ
ろ
は
広
く
、
形
疏
と
両
者
存
し

て
、
補
な
い
あ
う
。
今
、
根
本
佑
修
が
論
語
義
疏
を
校
一
訂
し
刊
刻
す

る
こ
と
は
、
こ
の
審
物
が
圏
内
に
広
ま
る
ば
か
ワ
で
は
な
い
。
そ
れ

を
海
外
に
伝
え
て
、
我
簡
が
厚
固
に
し
て
文
明
を
重
ん
ず
る
国
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
伯
修
の
労
苦
は
思

華
を
揚
げ
る
こ
と
に
な
る
と
。

後
に
、
こ
の
建
物
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
、
重
視
さ
れ
る
こ
と
を
予

想
し
た
か
の
よ
う
な
序
で
あ
る
。

根
本
遜
志
は
、
そ
の
校
訂
、
刊
刻
し
た
論
語
集
解
義
疏
に
「
日
本



根
遜
志

校
正
」
と一記
し
、
刊
記
に
も

「
根
本
八
右
衛
門
校
正
」
と

(
2〉

記
し
て
い
る
。
そ
の
「
校
正
」
の
要
点
を
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。
〔

二

書
名
を、

論
詰
義
疏
か
ら
論
語
集
解
義
疏
に
改
め
た
。

つ
己
足
利
本
論
語
義
疏
の
各
処
に
叡
入
し
て
い
る
那
関
の
論
説
正

義
を
削
除
し
た
。

2
己

疏
の
字
句
を
改
め
た
。
〔四〕

経
・

注
と
の

繋
が
り
を
考
慮
し
て
、
疏
を
移
し
た
。
〔
五
〕
経
・
注

・
疏
の
体
裁

を
、
注
疏
本
の
形
式
に
倣
っ

て
改
め
た。

以
下
、
〔
二

J
〔
五
〕
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

〔
二

の

書
名
を
論
話
集
解
義
疏
と
改
め
た

こ
と
に

つ
い
て

い
え

ば
、
こ
の
木
を
、
梁
世
一
間

J

単
一侃
伝
で
は
「
論
語
義
十
巻
」
と
い
い
、
階

設問
経
籍
志

で
は
「
論一
古川義
疏
十
巻」
、
旧
唐
書
経
籍
志
、
新
蔚
冊一一同十
一五

文
志
、
宋
史
芸
文
志
で
は
「
論
語
疏
十
巻
」
と
い
っ

て
、
い
ず
れ
に

も
論
話
集
解
義
疏
と
集
解
二
字
を
加
え
る
も
の
を
見
な
い
か
ら
、
そ

の
よ
う
に
改
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

〔二
〕
に

つ
い
て

い
え
ば
、
旧
抄
木
論
語
義
疏
に
お

い
て
は
、
足

利
木
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
旧
抄
本
に
お
い
て
那
禽
の
正
義
の
歳

入
が
見
ら
れ
る
。
本
来、

論
語
義
疏
に、

後
の
時
代
の
論
語
正
義
が

存
在
す
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
削
除
す
る
の
が
正
し
い
。

〔一
二
〕
に

つ
い
て

は、

根
本
遜
志
が
足
利
本
を
底
本
と
し
校
訂
す

る
際
に
、
疏
の
字
句
を

J

口
ら
の
意
に
よ
っ
て
改
め
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る。

こ
の

よ
う
な
校一
訂
の
方
法
の
是
非
に
つ

い
て

は
今
は

問
題
と
し
な
い
が、

根
本
遜
志
が
こ
こ

に
大
き
な
力
を
注
い
だ
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
根
本
遜
志
が
疏
を
自
ら

の
意
を
も

っ
て
改
め
た
と
判
断
す
る

の
か
と
い
え
ば、

根
本
校
正
木

に
は
、
底
本
で
あ
る
足
利
木
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
旧
抄
本
論
語
義

疏
に
見
え
な
い
異
同
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る。

例
を
挙
げ
て
み
よ

う
。
学
而
篇
冒
頭
の
疏
(
図
一

参
照
)
に
お
い

て
、
根
本
校
正
本
は

「
科
段
」
の
下
に
旧
抄
本
に
は
無
い
奈
字
が
有

り
、
ま
た

「市
持
学

而
最
先
者
」
の
持
字
が
以
字
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
根
本
遜
志
が
自
ら
の
考
え
で
も

っ
て
改
め
た

も

の
と
思

わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
個
所
は
、
根
本
校
正
木
全
体
に
わ
た
っ
て
見
え
る

( 3 ) 

も
の
で
あ
る。

〔
四
〕
の
経

・
注
と
の
繋
が
り
を
考
慮
し

て
疏
の
位
置
を
移
し
た

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と、

義
疏
に
は
、
章
末
に
そ
の
章
全

体
に
か
か
る
、
章
を
締
め
く
く
る
よ
う
な
疏
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
こ

の
種
の
疏
は、

章
末
に
置
か
れ
て

い
る
た
め、

旧
抄
本

の
よ
う
に
疏
が
経
・
注
下
に
繋
が
れ
て
い
る
形
式
の
場
合
、
章
全
体

に
か
か
わ
る
は
ず
の
疏
が、

あ
た
か
も
章
末
の
集
解
に

か
か
わ
る
疏

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
根
本
校
正
本
は
、
こ
の

よ
う
な
疏
を
、
集
解
下
か
ら
経
文
下
に
移
す
の
で
あ
る
。
例
を
挙
げ

よ
う
。
旧
抄
本
論
語
義
疏
で
は
、
学
而
篇
の
父
在
観
其
志
章
の
「
三

年
無
改
於
父
之
道、

可
詰
孝
失」

の
集
解

「孔
安
園
田、

孝
子
在
喪
亥



あ
る
が
、

で
の
疏
で
は
な
く
いて
h

章
全
体

一に
か
か
る
疏
と
し
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
こ
の
琉
は
、
集
解
に
つ
い
て
の
疏
で

は
な
く
て
、
章
全
体
に
か
か
る
疏
で
あ
る
が
故

に
九
章
末
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
根
本
遜

志
は
、
校
訂
に
際
し
て
、
疏
の
性
格
の
違
い
に
注

目
し
、
「
此
如
後
通
也
」
は
孔
安
国
、
証
の
下
に
、

「
或
問
日
:
:
:
」
は
経
の
「
一
二
年
無
改
於
父
之
道

可
制
同
意
ir
長
」
下
回
に
移
し
て
い
る
。

d

旧
抄
本
論
語
義
疏
の
章
末
に
、
こ
の

よ
う
な
性

格
の
異
な
る
疏
が
混
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

私
は
旧
抄
本
論
訪
問
議
疏
と
敦
燥
本
論
語
疏
と
を
比

(
3
)
 

較
検
討
し
て
レ
る
う
ち
に
気
付
い
た
。
例
と
し
て

挙
げ
た
こ
の
章
に
つ
い
て
も
三
敦
燈
本
論
語
疏
の
記
述
は
、
こ
う
し

(

4

)

 

た
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
。
ぺ
も
し
論
語
義
疏
の
原
型
と
い
う
も
の
を

考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
経
に
か
か
わ
る
疏
と
集
解
に
か
か
わ

る
疏
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
一記
述
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
こ
れ
に
気

(
5
)
 

付
い
た
根
本
校
正
本
の
校
訂
に
高
い
評
価
を
与
え
た
い
と
思
う
。

〔
五
〕
の
経
・
注
・
疏
の
体
裁
を
注
疏
本
に
倣
っ
て
改
め
た
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
え
ば
、
旧
抄
本
論
語
一
一斑
疏
で
は
、
経
と
注
と

L図

小川根
本
校
正
一本
勺長
伊
沢
蘭
軒
旧
抄
本
対
校
本

m
架
蔵
ν

菜
、
猶
若
父
在
、
無
所
改
於
父
之
道
也
」
の
後
に
、
「
此
如
後
通
也
、

或
問
回
、
活
材
〈
政
善
、
別
不
改
潟
可
、
若
父
政
窓
、
怒
数
傷
氏
、
寧

可
不
改
乎
、
答
日
、
本
不
論
父
政
之
善
悪
、
自
論
孝
子
之
心
耳
、
若

人
君
風
政
之
窓
、
別
家
宰
自
行
政
、
若
卿
大
夫
之
政
恋
、
別
州
其
家
相

同
巴
宰
自
行
事
、
無
関
於
孝
子
也
」
と
い
う
疏
が
繋
が
れ
て
い
る
。
こ

の
疏
を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
始
め
の
一
句
「
此
如
後
通
也
」
と

「
或
同
日
:
:
:
」
と
で
大
き
く
二
分
さ
れ
、
「
此
如
後
通
也
」
は
孔
安

( 4 ) 



の
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
疏
が
擦
が
れ
て

い
た

も
の

を、

注
疏
本
の
形

式
、
つ
ま
り
経
・
注
を
ま
と
め
て
前
に
置
き
、
後
に
楳
起
止
を
用
い

て
疏
を
燃
ぐ
と
い
う
形
式
に
改
め
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て、

集
解
の
見
出
し
に
「
註
」
字
を
、
疏
の
見
出
し
に
「
疏
」
字
を

加
え
た
の
も
、
ま
た
注
疏
本
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

つ

い
て
は
、
武
内
博
士
も
す
で
に
触
れ
て
い
る
よ
う
に
誤
り
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
み
f

敦
健
本
論
語
疏
と
比
べ
る
と
、
根
本
校

正
木
は
敦
燥
本
論
活
疏
の
形
式
、
つ
ま
り
経
・
注
を
ま
と
め
て
前
に

校
き
、
そ
の
後
に
疏
に
か
か
わ
る
経
・
注
を
提
示
し
て
、
疏
を
繋
ぐ

と
い
う
形
式
に
近
づ
く
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
こ
の

場
合
、
前
の

〔凶
〕
の
場
合
と
迷
っ
て
、
根
本
遜
志
に
そ
こ
ま
で
の
見
通
し
が
有

っ
て
改
め
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
と
り
あ
え
ず
指
摘
し
て
お
く
。

現
在
、
論
語
義
疏
と
し
て
最
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
し
か

も
依
拠
し
得
る
テ
キ
ス

ト
と
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
、
当
時
、
懐
徳

堂
講
師
で
あ
っ
た
武
内
義
雄
博
士
の
校
訂
さ
れ
た
武
内
校
本
で
あ

る
。
校
勘
記
と
合
せ
て
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
に
大
阪
懐
徳
堂

か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の

で、

後
に
武
内
義
雄
全
集
第
一

巻
「
論
語
篇」

(
昭
和
五
十
三
年
角
川
書
広
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

武
内
博
士
は
、
論
語
義
疏
を
校
訂
す
る
に
至
る
理
由
を
論
語
義
一疏

校
勘
記
序
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

党
延
中
、
根
本
伯
簡
は
足
科
学
所
蔵
の
旧
紗
本
を
得
て
皐
疏
十
巻

を
校
刻
し
、
清
高
の
、
注
翼
治
一
本
を
購
ひ
帰
り
て
以
て
遺
書
局
に

献
じ
、
四
庫
に
著
録
せ
ら
る。

旋
ち
翻
刻
を
経
、
飽
氏
が
刊
し
て

知
不
足
斎
叢
耕
一
…
聞
に
入
る
る
に
及
び
て
流
布
更
に
広
く
、
土
子
み
な

漢
・
晋
諸
儒
の
論
訟
の
学
を
窺
ふ
を
得
た
り
。
伯
惰
稽
古
の
功、

偉
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
刊
す
る
所
は
、
妄
り
に
体
式
を
更
め

て

以
て
み
/
本
に
就
き
、
訂
誌
の
際
、
亦
心
を
郎
と
し
て
改
鼠
せ
る
を

免
れ
ず
。
(
武
内
義
雄
全
集
所
収
の
金
谷
治
氏
訳
に
よ
る
。
た
だ

し
、
振
り
仮
名
は
一

部
を
除
き
省
い
た
。)

こ
の
序
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
武
内
博
士
は
根
本
遜
志
の
校

訂
・
刊
刻
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
私
が
前
章
で
挙
げ
た
根
本
氏

校
訂
の
五
項
目
の
う
ち
、
〔
三
〕
の
疏
の
校
訂
の
態
度
と
〔
五
〕
の

経
・
注

・
疏
の
形
式
を
改
め
た
点
を
強
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ

7
Q

。

( 5 ) 

武
内
博
士
は
、
論
語
義
疏
校
訂
に
際
し
て
の
問
題
点
及
び
校
訂
の

方
法
に
つ
い
て
、
「
梁
自
主
侃
論
語
義
疏
に
就
い
て
1

一
(
支
那
学
第
三
巻

二
・
三
・
四
号
。
後
に
「
校
論
語
義
疏
雑
識
」
と
改
め
る
。
全
集
第

一
恭
一
所
収
)
の
中
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
、余

の
見
る
所
の
氾
紗
皇
疏
は
凡
そ
十
種
な
り
。

-諸
本
の
首
末



完
好
に
し
て
年
紀
の
得
て
詳
か
に
す
べ
き
者
は
、
文
明
本
を
以
て

摂
市
と
為
す
。
今
依
拠
し
て
底
本
と
為
し
、
各
本
を
取
り
て
之
を

校
す
。
(
論
語
義
疏
校
勘
記
条
例
、
金
谷
治
氏
訳
に
よ
る
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
文
明
本
論
市
議

琉
(
文
明
九
年
〔
一
四
七
七
〕
抄
、
竜
谷
大
山
一
千
放
。
図
二
)
を
底
本

(
G
)
 

と
し
、
消
木
と
の
対
校
の
結
果
を
校
勘
記
と
し
て
印
行
し
た
の
で
あ

文
明
本
論
語
義
疏
龍
谷
大
学
蔵

?の。
私
は
こ
こ
数
年
、
武
内
校
本
を
底
本
と
し
て
ー
武
内
博
士
の
校
勘

記
未
収
の
旧
抄
本
論
語
義
疏
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
対
校
を
進
め

て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
一
過
程
で
、
あ
る
不
可
解
な
こ
と
に
気
付
い

た
。
そ
れ
は
、
私
が
底
本
と
し
た
武
内
校
木
に
対
し
て
、
対
校
し
た

い
く
つ
か
の
旧
抄
本
が
一
致
し
て
兵
な
り
を
示
す
個
所
が
現
れ
た
こ

〈

7
〉

と
で
あ
る
。
そ
の
例
を
、
学
而
篇
篇
首
の

図

ら
示
そ
う
。
表
一
の
武
内
校
本
と
諮
問
抄

本
の
械
が
そ
れ
で
あ
る
。

私
は
武
内
校
本
を
底
本
と
し
て
校
勘
の

作
業
を
進
め
る
擦
に
、
竜
谷
大
学
蔵
の
文

明
本
論
語
義
疏
は
対
校
の
対
象
と
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
連
出
は
こ
れ
ま
で

述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
文
明
本
は
武
内
校
本
の
底
本
で
あ

り
、
特
に
改
め
た
個
所
を
除
け
ば
両
者
は

向
一
の
経

・
注
・
疏
の
は
ず
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
表
一
に
示
し
た
武
内
校
本

と
諮
侶
抄
本
と
の
間
の
十
一
例
の
異
同
に

つ
い
て
も
、
武
内
校
本
の
そ
れ
は
す
べ
て

( 6 ') 
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EJ士、 17i支向向 B jg 

ミ雪、也 jキ/幸 也
的々 、 fヘ，r--..

イ巴 - K E 
イむ本
'-.../ '"ノ

底
本
の
文
明
本
に
由
来
す
る
も
の
で
、
文
明
本
は
泊
抄
本
の
な
か
で

(
S
)
 

き
わ
め
て
、
特
異
な
テ

キ
ス

ト
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。

後
に
機
会

に
恵
ま
れ
、
竜
谷
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
、

武
内
校
本
の
底
本
で

あ
る
文
明
本
を
閲
覧
し
、
こ
れ
ら
の
異
同
を
調
査
す
る
こ
と
い
か
で
き

た。

そ
の
結
果
、
を
示
し
た
の
が、

表
一
の
文
明
本
の
欄
で
あ
る
。
そ

れ
を
、
上

の
旧
抄
本
及
び
武
内
校
木
と
比
べ

て
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
が
、

ωか
ら

ωの
例
に
つ
い
て
、

ωを
除
い
て
、
文
明
本

文

凶

明

ー

尽

根

本

J

校
正
本

今
介
糸
料
刊
は
為
ノ
ハ
刀
'
為

科

段

実

?m
庁
月
ナ
「
内
最
先

活

而

以
侍
ナ
而
最
先
岩

而

落

田

伺

色

Fm
岩

間

何

色

叶
院
沼
周
わ
が
永
及
・
え

B

色
一
能
川
州
問
家
反
之
助
色

Mm
川J

佼

詑

為

師

p
p

一
六
川
後
許
可
為
沼

引

黙

で
o

而

艶

広

一

知

ι
宮
古
而
難
点

一
七
年
男
寸
不
同
よ
序

七
午
夜
間
力
寸
不
問
、
一
/

此
笈
s

一
一
向
明
取
良
也
一
此
一
ザ
知
ニ
佼
哨
取
友
ム
リ
八
也

ム
叫
侍
講
習
在
ぢ

向
符
は
時
打
河
川
右
在
お

「応、，+ノ

宥
げ

3
7
九
日
山
神
色

、、

内

h
円

恒
川

L

忍
Tf
ノ
有
徳

'Z拘
巴

凡
‘
迂
」
例
市
旭
急
落
ぱ
台
目
疋
'
匂
一
千

私

語

色

の
疏
文
は
旧
抄
本
と
一
致
し
て
、
武
内
校
本
と
は
異
な
っ

て
い
る

の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
内
校
本
と
諸
旧
抄
本
と
の
間
に
存
在
し
た
異

同
は
、
ほ

x
そ
の
ま
ま
武
内
校
本
と
そ
の
底
本
で
あ
る
文
明
本
と
の

間
の
異
同
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
底
本
と
校
訂
本
と
の
関
係
と

し
て
見
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
不
可
解
な
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
ノ
得
な

、。
?
hv
 

こ
の
こ
と
は
、
武
内
校
本
が
底
本
で
あ
る
文
明
本
を
忠
実
に
翻
刻

( 7 ) 



し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
即
ち
、
の
過
程
に
お
い
て
、
武
内

校
本
に
文
明
本
と
は
異
な
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
混
入
し
た
と
見
な

け
れ
ば
、
説
明
、
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
表
一
に
示
し
た
武
内
校
本

の
字
句
を
論
語
義
疏
の
テ
キ
ス
ト
に
探
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ま
さ

に
根
本
校
正
本
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
根
本
校
正
本
の
m共
同
に
つ

い
て
も
、
表
一
の
根
本
校
正
本
の
欄
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
c

表
一

の
十
一
一
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ωと
一
切
は
、
根
本
校
正
本
が
校
訂

に
際
し
て
そ
の
氏
本
で
あ
る
足
利
本
を
改
め
た
倒
所
と
し
て
、
す
で

に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ωに
つ
い
て
は
、
こ
の
句
は
』
又
明
本
に
も

存
在
す
る
の
で
、
武
内
校
本
が
根
本
校
正
木
に
依
っ
た
と
も
い
え
る

〈

9
v

し
、
氏
本
の
文
明
本
に
依
っ
た
と
も
い
え
る
の
今
、
い
ず
れ
と
決
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ωか
ら
倒
に
つ
い
て
は
、

ωω
と
同
様
に
根

本
校
正
木
が
成
本
で
あ
る
足
利
本
を
自
ら
の
青
山
を
も
っ
て
改
め
た
と

判
断
さ
れ
る
似
所
で
、
い
ず
れ
も
武
内
校
本
と
一
致
し
て
い
る
。

ω

は
、
す
べ
て
の
旧
抄
本
〈
も
ち
ろ
ん
文
明
本
を
含
め
て
)
が
為
政
筋

一
計
十
有
五
章
一
千
に
繋
い
で
い
る
疏
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
根
本

遜
志
は
、
勺
人
不
知
商
不
慌
、
不
亦
浩
子
乎
レ
下
の
集
解
ぷ
問
、
怒

也
、
凡
人
有
一
所
不
知
、
活
子
不
協
之
也
い
に
注
者
の
名
が
加
熱
い
こ
と

に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
集
解
に
お
け
る
何
佐
法
の
初
出
で
あ
る
と
判

断
し
て
、
凡
例
的
な
疏
で
あ
る
こ
の
勾
を
、
為
政
篇
か
ら
こ
こ
に
移

〈
刊
)

し
た
。
そ
し
て
、
武
内
校
本
に
お
い
て
も
、
こ
の
枕
置
に
疏
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
根
本
校
正
本
に
依
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

。

〉内
J

以
上
挙
げ
た
十
一
例
中
の
十
例
に
つ
い
て
、
武
内
校
本
が
根
本
校

本
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
武
内
一
校
本
の
校
訂
資
料
と
し

て
、
根
本
校
正
本
も
用
い
ら
れ
た
と
見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
が
、
武
内
校
本
の
中
に
根
本
校
正
本
の

校
訂
結
来
が
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
根
本
校
正
木
が
、
出
抄
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
足
利
本
を
底
本
と

し
な
が
ら
も
、
根
本
遜
志
の
判
断
に
よ
っ
て
そ
の
疏
文
を
改
め
て
い

る
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
。
そ
の
改
め
た
偲
所
を
引
き
絞
ぐ
武
内

校
本
が
、
諮
問
抄
本
と
、
吏
に
は
自
ら
の
氏
本
で
も
あ
る
文
明
本
と

も
兵
問
を
…
ぶ
す
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。
表
一
に
示
し

た
武
内
校
本
と
山
抄
本
と
の
同
共
同
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
表
ニ
に
示
し
た
例
は
、
武
内
校
木
が
話
旧
抄
本
及
び

根
本
校
正
本
と
一
致
し
な
が
ら
、
氏
本
で
あ
る
文
明
木
と
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
表
一
に
挙
げ
た
例
と
同
じ
く
武
内

校
本
は
根
本
校
正
本
に
依
っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
が
、
出
抄
本
の
い

ず
れ
か
に
よ
っ
た
可
能
性
も
有
る
の
で
前
表
と
は
分
け
て
お
く
。

そ
れ
で
は
、
武
内
校
本
は
根
本
校
正
本
が
改
め
た
判
所
を
す
べ
て

取
り
込
ん
で
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
い

( 8 ) 



表
(2) (1) 

白故

待以|武
方?幼!内

十裏為i校
均先!本
3D Iせ

1hZ 

日Yi文

方?為|本

十支先

表

諸

泊

砂

本

州

洲

本

校

五

本

故

以

幼

為

先

色

一

故

以

幼

為

え

色

一

'E
待

示

後

記

一

台

侍

ダ

伎

均

一

明

白

得

ポ

ム

懐

沌

定

得

卜

る

奪

一

(斗)(3) (2) (1 ) 

ボ子し義政

昂 17性白 武、

得国普而 内

ぇ為 ~a? 犯ヰ交

子常 上 本
手qag 者
lob(; 
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え
な
い
よ
う
で
、
時
に
校
勘
記
に
根
本
校
正
木
の
川
共
同
に
つ
い
て
、

(

日

〉

そ
の
可
否
を
指
鏑
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

表
一
一
一
に
示
し
た
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
じ
く
根
本
校
正
本
が

字
句
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
武
内
校
本
は
こ
の
場
合
に

は
根
本
校
正
木
に
従
わ
ず
に
、
氏
本
で
あ
る
文
明
本
に
従
っ
て
い

る
。
本
来
、
底
本
と
校
訂
本
の
関
係
と
し
て
は
、
こ
れ
が
通
常
の
形

で
あ
っ
て
、
特
に
例
示
す
る
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
武
内
校

に
は
こ
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
示
し
た
。

( 9 ) 

武
内
義
雄
博
士
が
校
勘
記
の
序
に
お
い
て
、
根
本
校
正
本
の
校
訂

態
度
に
つ
い
て
「
訂
誌
の
際
、
亦
心
を
仰
と
し
て
改
窓
せ
る
を
免
れ

ず
」
と
記
し
た
こ
と
は
、
根
本
校
正
本
の
校
訂
結
果
を
否
定
し
、
自

ら
の
論
語
義
疏
校
本
は
旧
抄
本
に
本
づ
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
内
校
本
は
根
本
校
正
本
の
校

訂
結
果
を
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
武
内
博
士

が
、
坂
本
校
正
本
の
校
訂
を
評
価
し
て
こ
こ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は

有
り
得
な
い
。
そ
の
、
先
に
示
し
た
、
武
内
博
士
の
論
語
義
疏



を
校
訂
す
る
際
の
方
法
を
示
し
た
論
文
、
及
び
寸
校
教
記
条
例
」
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
武
内
博
士
の
校
訂
は
、
そ
の
示
し
た

方
法
通
り
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
校
訂
作
業
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
版
で
進
め
ら
れ
た
か
に
つ

い
て
は
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
術
も
な
い
。
武
内
校
本
と
そ
の
底
本

で
あ
る
文
明
本
、
及
び
根
本
校
正
本
と
を
比
較
し
た
結
果
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
疑
義
を
提
出
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
武
内
校
本
は
文
明
本
を
鼠
本
と
し

て
、
そ
れ
に
い
く
つ
か
の
旧
抄
本
論
語
義
疏
を
参
照
し
校
訂
し
た
も

の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
校
一
訂
の
過
程
で
、
根
本
遜
志
が
意
を

も
っ
て
改
め
た
根
本
校
正
本
の
「
校
正
」
個
所
を
も
取
り
入
れ
て
し

ま
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
は
学
部
第
の
疏
に
と
り
わ
け
多
く
、
三

十
数
カ
所
に
上
ぼ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
他
の
篇
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
い

よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
ま
っ
た
く
無
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
時
に

は
、
文
明
本
以
外
の
旧
抄
本
に
よ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
個
所
も
見
え
る

の
で
あ
る
。

ま
と
め

旧
抄
本
論
一
治
議
琉
に
本
マ
つ
い
て
校
訂
さ
れ
た
、

内
校
木
と
い
う
二
種
の
校
本
に
つ
い
て
、

し
て
み
た
。

根
本
校
正
本
と
武

そ
の
特
長
、
性
格
を
紹
介

根
本
校
正
本
の
問
題
点
と
し
て
は
、
出
抄
本
の
経
。
注
@
疏
の
形

式
を
、
注
疏
本
の
体
裁
に
倣
っ
て
改
め
た
と
い
う
こ
と
と
、
疏
文
を

自
ら
の
意
に
よ
っ
て
改
め
た
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。

武
内
校
本
に
つ
い
て
は
、
形
式
な
ど
は
文
明
本
に
忠
実
に
従
い
な

が
ら
、
疏
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
か
根
本
校
正
本
の
影
響
を
受
け
て
し

ま
い
、
底
本
で
あ
る
文
明
本
と
異
な
る
個
所
が
存
在
す
る
こ
と
が
、

〈
ロ
〉

問
題
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

注

〈
1
)

敦
健
一
本
論
語
琉
の
概
略
及
び
経
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
A

「
敦
埠
本

論
語
疏
に
つ
い
て
i
i
i
経
文
を
中
心
と
し
て
B
i
l
」
(
日
本
中
国
学
会
報

第
三
十
八
集
昭
和
六
十
一
年
十
月
〉
を
参
照
、
ま
た
疏
中
の
所
謂
「
通

釈
」
に
つ
い
て
は
、

B
「
敦
埠
本
論
語
疏
に
つ
い
て
l
i
i
「
通
釈
」
を
中

心
と
し
て

l
i」
(
東
京
外
留
語
大
学
論
集
お
一
九
八
六
年
)
を
参

照
、
ま
た
疏
文
に
つ
い
て
は
、
C
「
敦
健
一
本
論
語
疏
に
つ
い
て
ω
l
i
i疏

を
中
心
と
し
て

i
i」
(
東
京
外
国
語
大
学
論
集
お
一
九
八
九
年
)

を
参
照
。
敦
燥
本
論
語
疏
を
「
涜
径
提
矧
」
と
見
る
の
が
李
方
「
唐
写
本

(
治
活
皐
琉
》
的
性
肪
及
其
相
美
向
題
」
〈
文
物
一
九
八
八
年
第
二

期
)
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
の
卑
見
は
、
い
ず
れ
発
表
す
る
予
定

で
あ
る
。

(
2
)

刊
記
に
「
摂
本
人
右
衛
門
校
正
」
と
あ
る
の
は
、
初
刻
本
の
み
で
あ

『
分
。

(
3
)
 

(
4〉

( 10 ) 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

(
1
〉
に
示
し
た
拙
稿
C
を
参
照
。

敦
位
本
弘
側
部
川
疏
に
は
「
此
如
後
一
地
也
」
と
い
う
疏
は
無
く
、
「
或
問



日
、
答
父
政
之
諮
問
、
別
不
改
:
:
:
其
家
相
邑
宰
自
行
之
事
、
無
関
孝
子

也
」
と
い
う
疏
の
み
、
こ
の
章
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の

よ
う
な
推
測
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

(

5

)

根
本
遜
志
が
疏
の
性
格
の
差
に
気
付
い
た
理
由
を
考
え
る
と
、
根
本

校
正
本
で
は
経
・
注
・
疏
を
注
疏
本
に
倣
っ
て
標
起
止
を
置
く
形
式
に
改

め
た
の
で
、
疏
に
つ
い
て
経
に
か
か
わ
る
疏
か
、
注
に
か
か
わ
る
疏
か
を

吟
味
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
吟
味
の
過
程
で
こ
の
こ
と

に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
出
抄
本
論
語
義
疏
の
校
訂
と
し

て
、
こ
の
よ
う
に
改
め
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ

。

〉
内
ノ

〈

6
)

文
明
本
は
、
旧
抄
本
論
語
義
疏
の
中
で
は
抄
写
時
期
を
明
記
す
る
最

十
は
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
室
町
時
代
抄
写
の
泊
抄
本
の
中

で
最
も
古
い
の
か
ど
う
か
に
は
呉
論
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
加

の
視
点
か
ら
卑
見
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

ハ
7
)

本
稿
と
関
連
す
る
学
而
篇
の
武
内
校
本
と
諮
問
抄
本
と
の
対
校
結
果

は
「
論
語
義
疏
事
而
篇
札
一
記
」
(
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
第

ニ
五
巻
昭
和
田
九
年
三
月
)
と
し
て
発
表
。
ま
た
こ
こ
で
い
う
諮
問
抄

本
と
は
、
上
記
論
文
の
「
ま
え
が
き
」
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

(
8
)

武
内
校
本
で
は
、
氏
本
で
あ
る
文
明
本
を
他
本
に
よ
っ
て
改
め
た
場

合
、
校
勘
記
に
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。
表
に
挙
げ
た
十
一
例
は
、
校
勘

記
に
何
の
記
載
も
な
い
か
ら
、
底
本
の
ま
ま
の
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
十
一
例
と
い
う
数
で
あ
る
が
、
武
内
校
本
と
諸
出
抄
本
と
の

兵
同
は
、
学
部
篇
篇
首
の
皇
侃
疏
と
学
一
叩
時
習
之
章
の
皇
侃
疏
の
範
囲
で

七
十
六
例
あ
り
、
そ
の
内
の
十
一
例
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
高
い
頻
度
数

と
い
え
よ
う
。

(

9

)

泊
抄
本
の
中
で
、
文
明
本
と
足
利
本
に
こ
の
「
而
者
間
の
也
」
の
句

が
あ
る
。
根
本
校
正
本
に
こ
の
句
が
有
る
の
は
、
根
本
遜
志
が
意
を
も
っ

て
改
め
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
底
本
の
足
利
本
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

(
叩
)
こ
の
疏
は
、
敦
短
本
論
語
疏
に
お
い
て
も
、
為
政
策
苦
十
有
五
章
下

に
あ
る
。
学
而
篇
の
こ
の
築
解
は
、
原
来
、
何
長
の
注
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

(
日
)
例
え
ば
、
学
部
第
吾
日
三
省
吾
身
章
で
、
武
内
校
本
は
文
明
本
の

「
忠
中
也
」
に
従
い
な
が
ら
、
根
本
校
正
本
が
「
忠
中
心
也
」
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
校
勘
記
で
「
根
本
本
中
下
有
心
字
、
文
明
本
無
、
:
:
:
里

仁
策
疏
又
云
、
忠
諮
設
中
心
也
、
別
根
本
本
有
心
字
於
義
潟
優
、
会
f

姑
の

其
蓄
1

一
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

(
ロ
)
そ
の
結
果
、
武
内
校
本
を
底
本
と
し
た
校
勘
記
で
、
文
明
本
を
も
対

校
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
校
勘
記
を
作
る
際

に
、
底
本
の
選
択
に
い
か
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
ふ
の
る
。

( 11 ) 

(
東
京
外
国
語
大
学
〉
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